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＜連絡事項＞
2020年度創立記念式典を下記の日程で開催します。

日時：2022年11月3日(木)

　　　17：45～18：15　(受付開始17：20)

場所：八戸プラザホテル　本館2階

正職員は、夜勤者・遅Ｃ勤務者以外参加となっています。

 当日、勤務で不参加の職員は、勤務表が掲示され次第、

 早急に不参加届けを提出してください。

 不参加の職員は、10/13までにお願いします。

不参加届け記入後は、下記の職員へ各自提出してください。

※他の行事委員では受け取ることが出来ませんので、ご注意ください
・朱夏来棟され床頭台2台修理に出ています。
・患者様の定期評価の時期になりました。

10月中に評価をお願いします。

・転倒転落シート

・口腔衛生評価

・生活支援シート

・ケアプロセス

上記4点です。
・2022.10.5（水）　　12：00～

　★抗てんかん薬　　

　イーケプラ錠２５０ｍｇ　　⇒　 レベチラセタム錠２５０ｍｇ「サワイ」

　　  大きさ    　  ：　2剤とも 直径約12.8 mm、短径約6.0 mm

     厚さ　　　　　：　2剤とも 4.6 mm

　　　薬価　　　　　：　92.3円/錠　  ⇒  36.5円/錠　

　　 　色　　　　　 ：  2剤とも 青色　

      形状　　　　　：　2剤とも フィルムコート錠　参照ください。
＜患者様連絡事項＞
・出河　攻様～前歯の噛み合わせが悪い事でキザミ食だと食べずらい事を強調し普通食の変更を希望され、本日の昼から普通食に変更となる。
・板橋　利美様～昨日転入後、おやつでパイナップルの缶づめを食べたりしている事から食事形態について確認。主食パン、副食（普通量、キザミ食）と変更了承。昼食から変更となる。
・太田　富夫様～鹿内眼科受診の為、スタッフ付き添いで外出し鹿内眼科受診より帰院。白内障と飛蚊症の診断を受ける。治療に手術など高額な金銭発生する事から、本人はこれ以上の治療は拒否。今回の受診で終診となる。処方なしです。
・高橋　康満様～日、東京にいる甥様から架電。2点連絡したくて電話したとの事。①：住所変更した為伝えたいと、②：ｺﾛﾅの原因で八戸に3年帰省していない事から、面会に来れず悪いと思っていると話された後、ワクチン等の予定は実施を依頼したいとの事。急変時の連絡で早急に決定や病院の来院が必要時は三沢にいる高橋　功様に依頼しているので連絡をお願いしますとのこと。

住所：〒108－0023　東京都港区芝浦2－9－1　ブランズタワーしばうら2910と言い終話。
＜金Dr診察状況＞
・井上　和美様～診察時、本人より、身体がめちゃくちゃだとの事。入院も18回しており冷え症と顎の塊や痛みが出てきたと話している。薬内容については拒否発言聞かれず。同内容処方
・田中　文男様～スタッフを見て攻撃的になったり、素直に応じたりと気分変動や退行現象になる事を報告。本人より、夜間の失禁後怒ったりするのはの理由を問いただすも気分を害してしまうことがあったり褒めてもらいたい気持ちが前面に出てきてしまう事もあると話す。子供の対応では社会に出て行く時困るのでは、大人として対応できるようにと指導受けて「すいません」と謝られている。

・小笠原　文人様～やや多弁となり、歩行状況が故意に足を鳴らして歩いたり、小声の独語も少し聞かれ徐々に気分高揚となっている事報告。診察時、本人より「青山荘に入りたいがコロナで入れないと、また身体が振えるし、人の声が聴こえるのはあたり前だよと処方している薬が気になるからから」と。その後支離滅裂の内容で理解できない事を伝え診察終えている。
・飯豊　信雄様～14:00頃診察である事を伝えたが、主治医が違う。田名部Drである事を
話され診察拒否している事を報告。主治医は納得され時々あると言われている。
・角濱　信雄様～主治医より、血栓は何処にあると言われましたかと質問すると、鼠径部位を触れている。静脈血栓はあちこちあるので、浮腫があってもマッサージしないように飛びますからと説明。原因は何かの問いに考えている場面を見て、運動の必要性と身体を動かす様にしていくことが大事なのと健康の必要性ですと伝えると、今日は、廊下ウオーキングを2回したと話されている。主治医より一気にしないで段階を踏んで行うよう指導により納得されている。
＜小柳Dr診察状況＞

・会津　慮子様～薬包を破れないと言い介入したり、自ら破く事もある事伝え、理由は指に力が入らないと訴え聞かれていた事を報告。本人は変わりないと答えている。両方の手の握力を確認し力が弱い事を知り、肩を動かしますかと指導により納得されている。
・大久保　すい様～夜中のスタッフコール時、ベッド柵から降りて歩行して呼ぶ場面が目立っている事を報告。Drの声掛けに笑顔となり挨拶し足が痛いや便秘の薬欲しいと口調柔らかく伝えている。臨時薬継続でリスパダールＯＤ錠１ｍｇ 1 錠 　1日1回ねる前7日 分処方。
・中野渡　鉄男様～時折残食が見られていると報告。主治医より、食事残しているがと問いに、「嫌いな魚は食べれない。」と、他は食べているのは、いいが魚も健康に必要な成分があるから食べるよう説明に返答なく「嫌いな魚はダメだ」と頑なになる場面が見られていた。
・竹林　忠志様～アルコール治療プログラムは順調に実施している事を話す。またプログラム内で外泊訓練がありますが計画に沿って外泊訓練をする様指示にて日時の申請中とする。
・十日市　利喜様～本人より、メロンの種に似た薬を飲むと身体が震えるから飲みたくないと訴え聞かれる。Dｒより急に止めれないから徐々に減薬しますねと伝えると納得されている。10/12ゾビクロン錠7.5㎎0.5錠に減薬となる予定です
・佐野　貢様～主治医より、毎食後薬服用してから、トイレットペパーの収集良くなっ
たかの問い掛けに、「1人はさびしいから自分の身体の傍に置きたいんですよね」と。飲酒に関しては、「もうやめます。喫煙も暫くしていないので気にならなくなった」と答えていた。

・高橋　康満様～本人からは変わりないと話す。そのあと、変わりない本当に聞きかえすと、体操ができなくないと。出来る運動はしている。腕の上下運動は出来るが、回転運動は力が入らず回せないと話され終了している。
＜要注目患者様情報＞
・小豆畑　裕介様～カウンター前に来られ、「すいません、ジャガンター3000円、通信で届いたからと聞こえてきたんですけど病院に届いていないか確認をしてもらいたい」と来られ説明に現実検討の発言あった。昼食後薬服用30分後声高の叫び声があり。場所確認し訪室すると「すいません俺です。窓の外から、正座しろ、ご苦労様、おはよう」と聞こえて対応していたとの事。頓服に関しては 昼食後薬飲んだばかりだから様子見たいと言われ服用せず過ごしていた。
・高橋　義明様～チラシ、新聞を収集し、棟内いたるところに散乱させている為、指摘に 

     　　　　　　聞き入れず収集をくり返し、ゴミ漁りもしていた事を情報受けたので、時間を空けて上記内容の問い掛けと指導にも関係ないと言う発言聞かれ空笑見られ易怒性なく過ごしていた。
・板橋　利美様～本人より、入浴する回数を自分で決めて良いかと聞いてくる。 理由を問いかけると、 毎週3回だと、業洗の為、戻ってくるまで時間があり着替えが少ない事から入浴日を考えたいと話していた。入浴の様子は介入なく見守りで施行していたとの事。
・民部田　和哉様～特定の男性患者様と同行する様子がみられるが過度とならず過ごせていた。洗濯にかんしての発言や希死念慮の発言なく精神症状は落ち着いている。
・田中　文男様～コップ預かりにしていたが、失禁状況に変化なく、スタッフを見て対応態度を変えている為コップは本人に返却している。朝食後薬の内服に来ない為、3回訪室し内服を促すが臥床したまま来ない。4回目の促しに、易怒的となり内服の説明について、「言われたけど聞いていない。」と言う。 その様な話をされるのであれば入院生活が成立しないことを伝える。 「いつも薬は自分で袋を破って。」等次々言い訳を繰り返す。表情、口調とも易怒的であった。
・太田　富夫様～帰院時、体温36.2℃。疲労感はなく空腹訴えている。点眼した為

一時的に目が見えないと話し、病棟まで誘導実施。よって金銭確認もスタッフで実施。昼食はホールで摂取していた。その後も、活発に日課をこなし目に関した内容の発言なく過ごしていた。
